
（３）概ね５年間で実施する取組について
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資料３



概ね５年で実施する取組（案）について

具体的取組 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

協議会に利水ダム管理者やメディア関係者など、多
様な関係機関の参画
（R元～）

・協議会幹事として介護保険課
長を追加（R元.5済）
・メディアとの連携を図るため、メ
ディア連携意見交換会に参加

・協議会幹事として介護福祉課
長を追加（R元.5済）
・メディアとの連携を図るため、メ
ディア連携意見交換会に参加

・協議会幹事として保健医療福
祉課長を追加（R元.5済)
・メディアとの連携を図るため、メ
ディア連携意見交換会に参加

・メディアとの連携を図るため、メ
ディア連携意見交換会に参加
・水災害に関する減災会議を開
催（R7.5.14済）

・メディアとの連携を図るため、メ
ディア連携意見交換会に参加

・協議会会員として、四国地方
測量部長が参加（R元.5済）
・協議会幹事として防災情報管
理官が参加（R元.5済）
・メディアとの連携を図るため、メ
ディア連携意見交換会に参加

・メディアとの連携を図るため、メ
ディア連携意見交換会を実施
（R元.7月、8月、10月の３回実
施）

１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組 １． １． １． １． １． １． １．

（１）平時から住民等へ避難行動のための周知・教育・訓練に関する事項 （１） （１） （１） （１） （１） （１） （１）

① ① ① ① ① ① ① ①

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

浸水想定区域の指定
（H28～）

・県管理の水位周知河川において想定
最大規模降雨による洪水を対象とした浸
水想定区域をH30.5告示 県ホームペー
ジにて公表
・洪水予報河川、水位周知河川以外の
浸水想定区域指定について順次指定
（R6.4  152河川公表済
  R7.5 115河川公表済
  R8.3  56河川公表）
・市町村が作成するハザードマップに対す
る財政・技術支援（予定）

・県から新たに指定された浸水想定区域
指定河川の洪水キキクルへの掲載
（R6年度完了）
・国、県の河川浸水想定区域図より「新
たな防災気象情報の体系整理」に向け
た大雨危険警報（警戒レベル４）発表す
る河川の選定
・「雨水出水浸水想定区域図」より順次、
浸水による大雨危険警報（仮）（警戒レベ
ル４）対象区域の選定
（R7年度実施中）

・想定最大規模降雨による洪水
を対象とした浸水想定区域を
H28.5告示,事務所webにて公表
（H28.5済）
・浸水想定区域を踏まえた洪水
対応訓練の実施
・周知を継続

実
施
中

実
施
中

浸水シミュレーションの公表
（H28～）

・県管理の水位周知河川におい
て想定最大規模降雨による洪水
を対象とした浸水シミュレーショ
ンを本省Webにて公表
（R3年度以前）
・水害リスク情報のない県管理河
川においても、想定最大規模降
雨を対象とした浸水想定図を順
次作成・公表

・想定最大規模降雨による洪水
を対象とした浸水シミュレーショ
ンをH28.5本省webにて公表
（H28.5済）
・周知を継続

② ② ② ② ② ② ② ②

実
施
中

実
施
中

家屋倒壊等氾濫想定区域の公表
（H28～）

・県管理の水位周知河川におい
て想定最大規模降雨による洪水
を対象とした家屋倒壊等氾濫想
定区域をH30.5告示 県ホーム
ページにて公表
・周知を継続

・想定最大規模降雨による洪水
を対象とした家屋倒壊等氾濫想
定区域をH28.5事務所webにて
公表（H28.5済）
・周知を継続

③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③

実
施
中

実
施
中

実
施
中

洪水ハザードマップの作成・周知
（H28～）

・想定最大規模降雨による洪水
を対象とした洪水ハザードマップ
の周知（R3.9公表済）
・公開型GISサービスの開始
（R5.4実施）し、市民の方々へ周
知（実施中）

・想定最大規模降雨による洪水
を対象とした洪水（土砂災害）ハ
ザードマップの周知
（R元.12済）

・想定最大規模降雨による洪水
を対象としたハザードマップの作
成（R元.5済）
・Web版ハザードマップを紙ベー
スで作成（R5.5実施）
・自主防災会の研修を実施し、
周知を継続する

実
施
中

実
施
中

洪水ハザードマップ作成支援
（H28～）

・自治体が作成するハザードマッ
プの作成支援を継続

・自治体が作成するハザードマッ
プの作成支援を継続
・更新支援等を継続して実施

④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

まるごとまちごとハザードマップの整備と住民への周
知を実施
（H28～）

・まるごとまちごとハザードマップ
の住民への周知を継続

・設置事例や利活用事例につい
て共有を図り、現地表示の拡大
を促進
（R元.7事例共有済）

・設置事例や利活用事例につい
て共有を図り、現地表示の拡大
を促進
（R元.7事例共有済）

・設置事例や利活用事例につい
て共有を図り、各市町に対し支
援を実施
（R元.7事例共有済）

・設置事例や利活用事例につい
て共有を図る
（R元.7事例共有済）

・設置事例や利活用事例につい
て共有を図る
（R元.7事例共有済）

・設置事例や利活用事例につい
て共有を図り、各市町に対し支
援を実施
（R元.7事例共有済）

⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

住民等が避難行動を行うためのセミナー等の開催
（H28～）

・出水期まで水防連絡会にて市
長以下関係者で出水時の対応
等の確認・情報共有

・減災対策協議会等で市長等が
出水時の対応を確認

・出水期までに町長以下関係者
でセミナー等を実施

・毎年出水期までに関係者でセ
ミナー等を実施
・毎年庁内担当者会・市町村担
当者会を開催し、情報を共有

・毎年出水期までに水防連絡会
にて出水時の対応等の確認・情
報共有

実
施
中

実
施
中

逃げ遅れゼロセミナーの開催
（R3～）

・地域の自主防災組織・消防団
等を対象とした、阿南商工会議
所防災啓発チームと協働による
逃げ遅れゼロを含めた勉強会の
開催

・地域の自主防災組織・消防団
等を対象とした、阿南商工会議
所防災啓発チームと協働による
逃げ遅れゼロを含めた勉強会の
開催

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

重要水防箇所等共同点検の実施
（H28～）

・毎年出水期までに関係者で重
要水防箇所等の点検を継続

・毎年出水期までに河川管理者
（県），町，消防署，水防団等関
係者で、重要水防箇所等の点検
を継続

・毎年出水期までに関係者で重
要水防箇所等の点検を継続

・毎年出水期までに関係者で重
要水防箇所等の点検を継続

事 項

1-(1)-①想定最大規模
降雨等による洪水を対象
とした浸水想定区域の指
定及び浸水シミュレーショ
ンの公表

四国地整阿南市
目標時期

国土地理院徳島地方気象台小松島市 徳島県那賀町

主な内容
四
国
地
整

国
土
地
理
院

阿
南
市

徳
島
県

那
賀
町

気
象
台

小
松
島
市

1-(1)-④まるごとまちごと
ハザードマップの整備と周
知

具体的な取組の柱

1-(1)-②想定最大規模
降雨による洪水を対象とし
た家屋倒壊等氾濫想定区
域の公表

1-(1)-③想定最大規模
降雨等による洪水を対象
とした洪水ハザードマップ
の作成

大規模氾濫減災協議会
等の設置

1-(1)-⑤住民等が避難
行動を行うためのセミナー
等の開催及び重要水防箇
所等についての共同点検

赤文字：実施中（継続中）青文字：実施予定 黒文字：実施済 黄色着色：赤文字の実施中（継続中）の一部変更・追記箇所 資料３
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概ね５年で実施する取組（案）について

具体的取組 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

事 項
四国地整阿南市

目標時期
国土地理院徳島地方気象台小松島市 徳島県那賀町

主な内容
四
国
地
整

国
土
地
理
院

阿
南
市

徳
島
県

那
賀
町

気
象
台

小
松
島
市

具体的な取組の柱

赤文字：実施中（継続中）青文字：実施予定 黒文字：実施済 黄色着色：赤文字の実施中（継続中）の一部変更・追記箇所

⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

パンフレット・イベント・web等を活用した水災害広報
の充実
（H28～）

・阿南市の広報誌や市ホーム
ページ等のweb媒体、市公式
LINEやfacebook等のSNSを活用
した水害に関する情報の充実化

・チラシ・web等による広報・周知
の充実化
・市ホームページに「防災リンク
ページ」を作成し、各種防災情
報を集約して掲載
・総合防災訓練の実施（防災関
係機関による訓練や体験ブース
の設置等）

・那賀町の広報誌やwebにより水
害情報の周知の充実化

・出水期前に、市町に出水対策
（水防に関する体制の充実・強
化等）の周知を充実化
・商業施設でのパネル展の開催

・防災センターなどお天気関連の
イベントで洪水害について広報の
充実させる
・インフラ、ライフライン関連機関
との対話を通じて洪水害につい
て広報

・避難判断水位程度規模以上の
出水があった場合、出水パンフ
レット発行の充実化

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
予
定

実
施
済

危険レベルの統一化等による災害情報の充実と整
理
（R元～）

・高齢者等避難は警戒レベル３、
避難指示は警戒レベル４、緊急
安全確保については警戒レベル
５を文頭につけて危険レベルを
明確化（R元.5実施済）
・洪水予測・河川水位の解説
（R元.5実施済）
・広域避難体制の検討

・高齢者等避難は警戒レベル３、
避難指示は警戒レベル４、緊急
安全確保については警戒レベル
５を文頭につけて危険レベルを
明確化（R元.5実施済）
・洪水予測・河川水位の解説
（R元.5実施済）
・広域避難体制の検討

・高齢者等避難は警戒レベル３、避
難指示は警戒レベル４、緊急安全確
保については警戒レベル５を文頭に
つけて危険レベルを告知
（R元.5実施済）
・浸水害の避難指示は別途告知
（R元.5実施済）
・洪水予測・河川水位の解説
（R元.5実施済）
・広域避難体制の検討

・高齢者等避難は警戒レベル３、
避難指示は警戒レベル４、緊急
安全確保については警戒レベル
５を文頭につけて危険レベルを
明確化（R元.5実施済）
・洪水予測・河川水位の解説
（R元.5実施済）
・広域避難体制の検討

・洪水注意報・大雨注意報発表時には警
戒レベル２、早期注意情報発表時には警
戒レベル１を文頭につけて危険レベルを
明確化（R元.5済）
・キキクル（危険度分布）の紫色を整理し
て警戒レベル４相当と一致させるとともに
警戒レベル５相当を示す黒色を追加
（R4済）
・新たな防災気象情報の体系整理による
警戒レベル整合を行なう
（R8.5予定）

・氾濫警戒水位は警戒レベル３、
氾濫危険水位は警戒レベル４、
氾濫発生情報については警戒レ
ベル５を文頭につけて危険レベル
を明確化（R元.5済）
・警戒レベル推奨配色への対応
（R3.11済（長生橋量水標）、
  R4.3済（那賀川橋量水標））

実
施
中

1日先の危険度分布の提供
（R3～）

・台風による大雨など可能な現
象について、より長時間のリードタ
イムを確保した警戒の呼びかけ
を行うため、1日先までの雨量予
測を用いた「危険度分布」の提
供開始を目指す 継続して実施

実
施
済

線状降水帯予測情報の提供
（R6～）

・線状降水帯の発生をお知らせす
る情報を提供（R3.6済）
・広域で半日前からの線状降水帯
の予測を開始（R4.6済）
・30分前を目標とした直前の線状
降水帯（雨域を表示）の予測を開
始（R5.6済）
・県単位で半日前からの線状降水
帯の予測を開始する（R6.5済）

実
施
予
定

洪水・大雨浸水に関する防災気象情報の改善
（R8～）

・洪水・大雨浸水、土砂災害、高
潮、気象情報（解説情報）に関
する防災気象情報の改善を行う
（R8予定）

⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

出前講座等を利用し水防災意識社会再構築ビジョ
ンに関する教育・訓練を実施
（H28～）

・学校や自主防災会等を対象に
洪水被害の歴史や身を守るため
の手段、市の対策等について出
前授業を継続

・学校や自主防災会、企業等に
向けた防災出前講座を実施中
・防災出前講座等の利用促進に
ついて検討を実施

・自主防災組織等を対象に出前
講座等を検討

・出前講座を継続
・「水防の日」の学習会を実施
・小中学生を対象に、VR動画等
を活用した防災出前授業を実施

・出前講座などで洪水について
広報を継続
・ｅラーニング教材「大雨のときに
どう逃げる」の提供

・浸水想定区域を踏まえた洪水対応訓練
の実施
・洪水被害の歴史、身を守るための手段、
国の対策等について出前講座を実施
・ＡＲ啓発用浸水想定図アプリ・ＡＲ浸水体
験アプリを活用した出前講座の実施
・新型コロナウイルス状況下でも躊躇無く避
難行動がとれるよう、避難所での感染症対
策や市町の避難所開設訓練実施状況を
出前講座にて周知

実
施
中

実
施
中

実
施
済

実
施
中

実
施
済

実
施
済

実
施
済

地域防災力の向上のための人材育成
（R元～）

・住民避難の取組支援の実績を
有する専門家リストの共有
（R元.7共有済）

・住民避難の取組支援の実績を有する
専門家リストの共有（R元.7共有済）
・市職員全員に防災士の取得研修を実
施（R2年度～R5年度）
・本市に住所を有する人または本市に通
勤若しくは通学している人への防災士を
取得に係る費用の一部の補助を実施
（R2年度～）
・「小松島市防災士の会」を設立し、会員
向けの定期的な研修を実施
（R6年度～）

・住民避難の取組支援の実績を
有する専門家リストの共有
（R元.7共有済）

・住民避難の取組支援の実績を
有する専門家リストの共有
（R元.7共有済）
・那賀町の企業を対象とした防
災出前講座を実施

・住民避難の取組支援の実績を
有する専門家リストの共有
（R元.7共有済）

・住民避難の取組支援の実績を
有する専門家リストの共有
（R元.7共有済）

・地域に精通し、水害・土砂災害
リスク等に関する豊富な知見を
有する専門家のリストを作成し協
議会で共有
（R元.7共有済）

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

共助の仕組みの強化
（R元～）

・地域包括支援センター・ケアマ
ネジャーと連携した水害からの高
齢者の避難行動の理解促進に
向けた取組の実施およびその状
況を共有
（R2.4共有済）

・地域包括支援センター・ケアマネジャーと連
携した水害からの高齢者の避難行動の理解
促進に向けた取組の実施およびその状況を
共有（R2.4共有済）
・要支援者の個別避難計画の作成支援や研
修会を実施
・介護支援事業所職員向けに防災出前講座
等を実施
・個別避難計画を基に、当事者やご家族、地
域住民、行政や事業所を含んだ関係各機関
と共に、福祉避難所への避難訓練を実施

・地域包括支援センター・ケアマ
ネジャーと連携した水害からの高
齢者の避難行動の理解促進に
向けた取組の実施およびその状
況を共有
（R2.4共有済）

・地域包括支援センター・ケアマネ
ジャーと連携した水害からの高齢者
の避難行動の理解促進に向けた取
組の実施およびその状況を共有
（R2.4共有済）
・包括ケアセンターの職員をはじめと
した高齢者施設の職員を対象に防
災講座を実施。その状況を県ホーム
ページで公開し、広く周知

・取組の実施およびその状況を
共有（R2.4共有済）

・取組の実施およびその状況を
共有（R2.4共有済）

・市町と連携しながらケアマネー
ジャー・地域包括支援センター
等への出前講座を実施
（R元.11実施、R2.4情報共有）

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

住民一人一人の避難計画・情報マップの作成促進
（R元～）

・県及び国と連携し、地域住民に
対し、避難訓練への活用や住民
避難を容易にする個別タイムライ
ン作成を促進

・県及び国と連携し、地域住民に
対し、避難訓練への活用や住民
避難を容易にする個別タイムライ
ン作成を促進

・県及び国と連携し、地域住民に
対し、避難訓練への活用や住民
避難を容易にする個別タイムライ
ン作成を促進

・市町に対し、地域住民への避難
訓練や住民避難を容易にするファ
ミリータイムラインの作成に対し支
援を行う
・ファミリータイムライン作成の手引
きを作成し、台紙・シールのデータ
とともに県ホームページで公開する
ことで、地域住民のファミリータイム
ラインの作成を支援

・市町に対し、地域住民への避
難訓練や住民避難を容易にする
マイタイムラインの作成に対し支
援を行う

1-(1)-⑦地域の寄り合
い、各種団体の研修会、
小中学校等における水防
災意識社会再構築ビジョ
ンに関する教育・訓練を実
施

1-(1)-⑥効果的な水防
災意識社会再構築に役立
つ広報や資料を作成
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概ね５年で実施する取組（案）について

具体的取組 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

事 項
四国地整阿南市

目標時期
国土地理院徳島地方気象台小松島市 徳島県那賀町

主な内容
四
国
地
整

国
土
地
理
院

阿
南
市

徳
島
県

那
賀
町

気
象
台

小
松
島
市

具体的な取組の柱

赤文字：実施中（継続中）青文字：実施予定 黒文字：実施済 黄色着色：赤文字の実施中（継続中）の一部変更・追記箇所

⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

ライブ映像・メール配信サービス・エリアメール・ケー
ブルテレビ配信等を活用した情報発信及び拡充

報道機関、防災行政無線、ICT(登録制メール・
web・SNS等）災害時情報共有システム、ケーブルテ
レビ自主放送チャンネル等の活用
（H28～） （ＩＣＴの活用はＨ３０～）

・防災無線、登録制メール、web、災
害時情報共有システム等の活用
・適時の避難勧告等の発令には川の
防災情報での河川水位の把握、洪水
時は主に徳島県県土防災情報管理
システムをモニターし、各河川の水位
現況及び水位上昇速度を確認
・市公式LINEへの配信開始
（R4.12.21～）

・緊急速報メール･防災行政無
線（サイレン放送を伴う）、市公
式LINEの利活用
・河川水位の把握のため、洪水
時は徳島県県土防災情報管理
システム、川の防災情報をモニ
ターし、各河川の水位現況及び
水位上昇速度を確認

・ケーブルテレビや防災行政無線による告知端末や屋
外放送設備で避難勧告等の放送、那賀町災害情報
メール配信（職員，消防団）、緊急速報メール、広報車
による周知、災害時情報共有システムへの情報提供、
ケーブルテレビ文字情報配信、那賀川河川事務所長
から那賀町長へのホットライン、リエゾンやダム管理者
等からの情報を、ケーブルテレビのチャンネルで河川
監視カメラの映像に載せて放映し、住民に情報提供、
川の防災情報や徳島県県土防災情報管理システムに
より、長安口ダムの流入・放流量や浸水地域の水位
データを確認
・スマートフォン等を活用したリアルタイムの防災情報を
文字で直接個人へ伝達できる「防災アプリ」を運用開
始

・那賀町木頭出原・和食にライブカメラ設置し、大
雨時にケーブルテレビによる配信を継続
・プッシュ型情報配信（すだちくんメール・徳島県
公式LINE）の継続及び受信者の拡充
・河川水位の情報を徳島県水防情報や報道機関
を通じての発信を継続
・ダム放流開始の通知「自動発信機能」を構築
（予定）
・水位情報等のＬアラートによる配信を実施
・那賀川（那賀町和食）でYouTubeライブ配信開
始（R3実施済）
・徳島県公式SNS等でプッシュ型による水位情報
の提供開始（R3実施済）

・気象情報・警報・注意報、洪水予
報等を気象庁HP・報道機関を通じ
て住民へ情報提供
・自治体や関係行政機関への情報
提供（防災メール、防災情報提供
システムメール）
・気象庁HPによる防災情報の拡充
・顕著現象発生時には、常時接続
を用いた自治体への解説

・那賀川河川事務所所管の那賀川・桑野川河川
管理用CCTV画像の常時配信の箇所を拡充、防
災情報メール配信サービス受信者の拡充、川の
防災情報による情報提供の継続
・情報をwebや報道機関を通じて発信を継続
・また、SNSを利用しての情報発信も実施
・ケーブルテレビに対し、映像提供を検討
・那賀川・桑野川で４箇所、CCTV画像のYouTube
ライブ配信を継続

・⻑安口ダム放流警報表⽰板の運⽤開始

（R3.8済）
・台風接近時や出水対応時に、事務所公式
Twitterを活用して情報発信開始（R5.7済）

⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

毎年出水期までに関係機関を対象とした放流に関
する周知会を実施
（H28～）

・毎年、長安口ダム放流警報周
知会に参加

・毎年、長安口ダム放流警報周
知会に参加

・毎年、長安口ダム放流警報周
知会に参加

・長安口ダム放流警報周知会に
参加

・毎年出水期までに関係機関を
対象とした長安口ダム放流に関
する周知会を実施

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

出前講座等の開催、那賀川河川事務所webや阿南
市・小松島市・那賀町の広報誌等への定期的な防
災情報の掲載
（H28～）

・広報あなんにて那賀川に関す
る防災情報を掲載中

・広報こまつしまにて那賀川に関
する防災情報を掲載中

・広報なかにて那賀川に関する
防災情報を掲載中

・出前講座等の開催、那賀川河
川事務所webや阿南市・小松島
市・那賀町の広報誌等への定期
的な掲載を充実

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

ダム放流情報を活用した避難体系の確立に向けた
検討
（R元～）

・ダム情報の意味・内容を共有 ・ダム情報の意味・内容を共有 ・ダム情報の意味・内容を共有 ・ダム情報の意味・内容を共有 ・ダム情報の意味・内容を共有 ・ダム情報の意味・内容を共有
・洪水時に提供するダム情報の
充実については関係機関等と調
整を図りつつ取組を促進

⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

実
施
中

水害危険性の周知・促進
（H30～）

・国及び県が提供する情報を基
に想定最大規模降雨対応のハ
ザードマップの周知を進める

・web版である想定最大規模降雨対応のハ
ザードマップの紙媒体での全戸配布を進め
る（R元.12済）
・小松島市高潮ハザードマップの作成
（R5.3済）
・小松島市防災ハザードマップWeb版の情
報の更新（R5.3済）
・周知を継続
・新たに県より公表された中小河川の洪水
浸水想定も踏まえた、小松島市洪水ハ
ザードマップ及び小松島市ハザードマップＷ
ｅｂ版の更新

・国及び県が提供する情報を基
に想定最大規模降雨対応のハ
ザードマップを作成
（R元.5済）
・周知を継続して実施
・Web版ハザードマップを紙ベー
スで作成（R5.5実施）

・中小河川の浸水想定図作成を
推進するなど、水害リスクの共有
を図り、リスク情報の空白地帯を
解消

・水害リスクの共有を図り、リスク
情報の空白地帯を解消していく
・出前講座にて浸水想定区域
図・浸水ナビ・川の防災情報等、
水害リスクに関する情報の解説
を実施

実
施
済

適切な土地利用の促進
（R元～）

・不動産関係業界と連携して、
不動産団体の研修会等の場に
おいて、水害リスクに関する情報
の解説を実施
（R元.12.13実施）

⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪

実
施
中

実
施
中

出水時の浸水状況等の公表を各河川管理者が実
施
（H30～）

・平成26年台風の浸水痕跡マッ
プをwebで公表
・平成16・26年台風の浸水痕跡
マップの冊子を市町に提供

・浸水状況について関係機関に
情報提供

実
施
中

浸水被害確認システムの構築
（H30～）

・システムは完成しており、これか
らテストを行い、今後実戦投入
（H31.1済）
・今後実践において活用する予
定（実施中）

⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

防災に関する内容が強化された新学習指導要領に
基づく授業の実施及び実施に向けた支援
（H30～）

・防災教育の指導計画作成及び
実施
・教材等に使用する資料の提供
を実施

・防災教育指導計画に基づくモ
デル校での実施状況や使用教
材を共有
・教材等に使用する資料の提供
を実施

・防災教育指導計画に基づくモ
デル校での実施状況や使用教
材を共有
・教材等に使用する資料の提供
を実施

・関連市町における全ての学校
に共有等支援
・モデル校での実証授業を踏ま
え、防災教育の副読本及び防災
学習指導の手引きを作成し、県
下全域へ展開

・防災教育支援としてモデル校を
対象に指導計画の作成支援
（H30・R元の２回実施）
・教材等に使用する資料の提供
を継続

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

市町村地域防災計画において要配慮者利用施設
に定められた小学校・中学校への避難計画・訓練の
支援
（R元～）

・要配慮者利用施設に定められ
た小学校・中学校に対して、避
難確保計画を作成
（R2年度済）
・計画に基づく避難訓練への支
援体制を構築

・要配慮者利用施設に定められ
た小学校・中学校に対して、避
難確保計画を作成
（R2年度済）
・計画に基づく避難訓練への支
援体制を構築

・要配慮者利用施設に定められ
た小学校・中学校に対して、対
応済み（R2年度済）
・計画に基づく避難訓練への支
援体制を構築

・地域防災計画において要配慮者利
用施設に定められた小学校・中学校
への避難計画・訓練の支援
・避難確保計画作成の手引きや、先
進的な取組を行っている施設の避難
訓練の実施状況を基に避難訓練の
手引きを作成し、会議等の機会を捉
え市町村等へ周知するとともに、県
ホームページで公開して広く周知

・市町村地域防災計画において
要配慮者利用施設に定められた
小学校・中学校を訪問し、要望
のあった学校への支援を計画

・取組状況は協議会にて共有

・地域防災計画において要配慮
者利用施設に定められた小学
校・中学校への避難計画・訓練
の支援

1-(1)-⑧住民の避難行
動を促し、迅速な水防活
動を支援するため、スマー
トフォン等を活用したリアル
タイムの情報提供やプッ
シュ型情報の発信

1-(1)-⑩水害危険性の
周知・促進

1-(1)-⑪浸水実績等の
周知

1-(1)-⑨長安口ダム操作
に関する関係機関等への
周知

1-(1)-⑫防災教育の促
進
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概ね５年で実施する取組（案）について

具体的取組 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

事 項
四国地整阿南市

目標時期
国土地理院徳島地方気象台小松島市 徳島県那賀町

主な内容
四
国
地
整

国
土
地
理
院

阿
南
市

徳
島
県

那
賀
町

気
象
台

小
松
島
市

具体的な取組の柱

赤文字：実施中（継続中）青文字：実施予定 黒文字：実施済 黄色着色：赤文字の実施中（継続中）の一部変更・追記箇所

⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

要配慮者利用施設等と連携し、情報伝達訓練や避
難訓練の計画の検討及び避難確保計画の作成に
向けた支援
（H28～）

・要配慮者利用施設・関係各課
と連携した、情報伝達訓練や避
難訓練の計画の検討及び避難
確保計画の作成
（R2年度達成済）
・訓練への支援体制・取組状況
は協議会にて共有

・要配慮者利用施設・関係各課
と連携した、情報伝達訓練や避
難訓練の計画の検討及び避難
確保計画の作成
（実施中）
・取組状況は協議会にて共有

・要配慮者利用施設・関係各課
と連携した、情報伝達訓練や避
難訓練の計画の検討及び避難
確保計画の作成
（R3年度達成済）
・取組状況は協議会にて共有

・市町への支援の実施
・平成30年3月に実施するモデル
施設の避難訓練の成果を共有
・「避難訓練の手引き」の作成
・市町・各施設への支援の実施
・「避難確保計画作成の手引き」の
作成・普及
・施設に対し、水災害に関する人
材育成を支援

・要配慮者利用施設等に訪問
し、要望のあった施設への支援
を計画

・取組状況は協議会にて共有

・市町とともに講習会プロジェクト
を開催し、避難計画作成の支援
・出前講座を活用し、避難確保
計画に基づく避難訓練の重要性
を周知

（２）情報伝達、避難計画等に関する事項 （２） （２） （２） （２） （２） （２） （２）

① ① ① ① ① ① ① ①

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

那賀川・桑野川のタイムラインの改定又は改定検討
那賀川・桑野川のタイムラインの作成
（H28～）

・想定最大規模降雨による洪水を踏まえた
那賀川・桑野川のタイムラインを改訂
・関係機関（国・県・市・町）の行動状況や
連携状況を踏まえ避難行動に関する水位
等の精査
・警報レベルの表現に対応するため改定を
実施し、他機関連携型タイムラインの拡充
を図る
・流域タイムラインで定める、WEB会議ツー
ルを活用した関係機関参加の危機感の共
有のための会議に参加

・想定最大規模降雨による洪水を踏まえた
那賀川・桑野川のタイムラインを改訂
・関係機関（国・県・市・町）の行動状況や
連携状況を踏まえ避難行動に関する水位
等の精査
・警報レベルの表現に対応するため改定を
実施し、他機関連携型タイムラインの拡充
を図る
・流域タイムラインで定める、WEB会議ツー
ルを活用した関係機関参加の危機感の共
有のための会議に参加

・想定最大規模降雨による洪水を踏まえた
那賀川・桑野川のタイムラインを改訂
・関係機関（国・県・市・町）の行動状況や
連携状況を踏まえ避難行動に関する水位
等の精査
・警報レベルの表現に対応するため改定を
実施し、他機関連携型タイムラインの拡充
を図る
・流域タイムラインで定める、WEB会議ツー
ルを活用した関係機関参加の危機感の共
有のための会議に参加

・想定最大規模降雨による洪水を踏まえた
那賀川・桑野川のタイムラインを改訂
・関係機関（国・県・市・町）の行動状況や
連携状況を踏まえ避難行動に関する水位
等の精査
・警報レベルの表現に対応するため改定を
実施し、他機関連携型タイムラインの拡充
を図る
・流域タイムラインで定める、WEB会議ツー
ルを活用した関係機関参加の危機感の共
有のための会議に参加

・想定最大規模降雨による洪水タイム
ラインの改訂を検討
・「危険度を色分けした時系列表示」
「警報級の現象になる可能性」及び
「メッシュ情報」の提供
・警報レベルの表現に対応するため改
定を実施し、他機関連携型タイムライン
の拡充を図る
・流域タイムラインで定める、WEB会議
ツールを活用した関係機関参加の危機
感の共有のための会議に参加

・タイムラインに関する情報を共
有
・流域タイムラインに関する情報
を共有

・想定最大規模降雨による洪水を踏まえた那
賀川・桑野川のタイムラインに改訂
・関係機関（国・県・市・町）の行動状況や連携
状況を踏まえ避難行動に関する水位等の精査
・警報レベルの表現に対応するため改定を実施
し、他機関連携型タイムラインの拡充を図る
・那賀川・桑野川流域タイムラインを作成し、洪
水等が予想される前にＷＥＢ会議ツールを活用
した関係機関参加の危機感共有のための会議
を開催する
・那賀川流域タイムラインの範囲拡大

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

タイムラインによる訓練を実施
（H28～）

・想定最大規模降雨による洪水
を踏まえたタイムラインによる訓
練の実施

・想定最大規模降雨による洪水
を踏まえたタイムラインによる訓
練の実施を検討

・想定最大規模降雨による洪水
を踏まえたタイムラインによる訓
練の実施を検討

・想定最大規模降雨による洪水
を踏まえたタイムラインによる訓
練に参加

・想定最大規模降雨による洪水
を踏まえたタイムラインによる訓
練に参加

・想定最大規模降雨による洪水
を踏まえたタイムラインによる洪
水対応演習を毎年出水期前に
実施
・阿南市総合防災訓練に参加

② ② ② ② ② ② ② ②

実
施
中

実
施
中

実
施
中

洪水予報文の改良及び洪水予報文作成訓練及び
洪水予報文等の伝達を実施
（H28～）

・氾濫警戒情報等の伝達を実施

・那賀川河川事務所と気象台で
の演習を実施
・氾濫が発生した場合の発表の
対象区域や避難の切迫性等が
市町長や住民に確実に伝わる浸
水区域として対象となる地区名
まで表示した洪水予報文の情報
の整理を継続

・氾濫が発生した場合の発表の対
象区域や避難の切迫性等が市町
長や住民に確実に伝わる浸水区域
として対象となる地区名まで表示し
た洪水予報文の改良及び必要に応
じて改良を継続
・那賀川河川事務所と気象台での
演習及び伝達を実施
・洪水予報と水位予測は、平行して
作業できるよう人員を確保

③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③

実
施
予
定

実
施
中

浸水想定区域の指定
（H28～）

・県管理の水位周知河川において想
定最大規模降雨による洪水を対象と
した浸水想定区域をH30.5告示
県ホームページにて公表
・洪水予報河川、水位周知河川以外
の浸水想定区域指定について順次指
定（R6.4 152河川公表済
    R8.3 115河川公表）
・市町村が作成するハザードマップに
対する財政・技術支援（予定）

・想定最大規模降雨による洪水
を対象とした浸水想定区域を
H28.5告示,事務所webにて公表
（H28.5済）
・浸水想定区域を踏まえた洪水
対応訓練の実施
・周知を継続

実
施
中

実
施
中

浸水シミュレーションの公表
（H28～）

・県管理の水位周知河川において
想定最大規模降雨による洪水を対
象とした浸水シミュレーションを本省
Webにて公表
（R3年度以前）
・周知を継続
・水害リスク情報のない県管理河川
においても、想定最大規模降雨を
対象とした浸水想定図を順次作
成・公表

・想定最大規模降雨による洪水
を対象とした浸水シミュレーショ
ンをH28.5本省webにて公表
（H28.5済）
・周知を継続

④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④

実
施
中

実
施
中

家屋倒壊等氾濫想定区域の公表
（H28～）

・県管理の水位周知河川におい
て想定最大規模降雨による洪水
を対象とした家屋倒壊等氾濫想
定区域をH30.5告示 県ホーム
ページにて公表
・周知を継続

・想定最大規模降雨による洪水
を対象とした家屋倒壊等氾濫想
定区域をH28.5事務所webにて
公表（H28.5済）
・周知を継続

⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

広域避難に関する関係市町等との調整・作成・支
援、避難場所・経路の検討
（H28～）

・近隣市町等との広域避難計画
及び避難経路の検討

・近隣市町等との広域避難計画
及び避難経路の検討

・近隣市町等との広域避難計画
及び避難経路の検討

・広域避難計画の支援を実施 ・広域避難計画の支援を実施

1-(2)-②氾濫が発生した
場合、浸水区域となる地
区名まで表示した洪水予
報文の改良及び洪水予報
文等の伝達等

1-(2)-③想定最大規模
降雨等による洪水を対象
とした浸水想定区域の指
定及び浸水シミュレーショ
ンの公表

1-(2)-④想定最大規模
降雨による洪水を対象とし
た家屋倒壊等氾濫想定区
域の公表

1-(2)-①想定最大規模
降雨による洪水を対象とし
た避難指示等に着目した
タイムラインの作成及び改
定

1-(2)-⑤想定最大規模
降雨等による洪水を対象
とした広域避難計画の作
成及び支援、避難場所の
設定

1-(1)-⑬要配慮者利用
施設における避難確保計
画の作成・支援及び訓練
の促進

資料３
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概ね５年で実施する取組（案）について

具体的取組 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

事 項
四国地整阿南市

目標時期
国土地理院徳島地方気象台小松島市 徳島県那賀町

主な内容
四
国
地
整

国
土
地
理
院

阿
南
市

徳
島
県

那
賀
町

気
象
台

小
松
島
市

具体的な取組の柱

赤文字：実施中（継続中）青文字：実施予定 黒文字：実施済 黄色着色：赤文字の実施中（継続中）の一部変更・追記箇所

⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

ライブ映像・メール配信サービス・エリアメール・ケー
ブルテレビ配信等を活用した情報発信及び拡充

報道機関、防災行政無線、ICT(登録制メール・
web・SNS等）災害時情報共有システム、ケーブルテ
レビ自主放送チャンネル等の活用
（H28～）

・防災無線、登録制メール、web、災
害時情報共有システム等の活用
・適時の避難勧告等の発令には川の
防災情報での河川水位の把握、洪水
時は主に徳島県県土防災情報管理
システムをモニターし、各河川の水位
現況及び水位上昇速度を確認
・市公式LINEへの配信開始
（R4.12.21～）

・緊急速報メール･防災行政無
線（サイレン放送を伴う）、市公
式LINEの利活用
・河川水位の把握のため、洪水
時は徳島県県土防災情報管理
システム、川の防災情報をモニ
ターし、各河川の水位現況及び
水位上昇速度を確認

・ケーブルテレビや防災行政無線による告知端末や屋
外放送設備で避難勧告等の放送、那賀町災害情報
メール配信（職員，消防団）、緊急速報メール、広報車
による周知、災害時情報共有システムへの情報提供、
ケーブルテレビ文字情報配信、那賀川河川事務所長
から那賀町長へのホットライン、リエゾンやダム管理者
等からの情報を、ケーブルテレビのチャンネルで河川
監視カメラの映像に載せて放映し、住民に情報提供、
川の防災情報や徳島県県土防災情報管理システムに
より、長安口ダムの流入・放流量や浸水地域の水位
データを確認
・スマートフォン等を活用したリアルタイムの防災情報を
文字で直接個人へ伝達できる「防災アプリ」を運用開
始

・那賀町木頭出原・和食にライブカメラ設置し、大
雨時にケーブルテレビによる配信を継続
・プッシュ型情報配信（すだちくんメール・徳島県
公式LINE）の継続及び受信者の拡充
・河川水位の情報を徳島県水防情報や報道機関
を通じての発信を継続
・ダム放流開始の通知「自動発信機能」を構築
（予定）
・水位情報等のＬアラートによる配信を実施
・那賀川（那賀町和食）でYouTubeライブ配信開
始（R3実施済）
・徳島県公式SNS等でプッシュ型による水位情報
の提供開始（R3実施済）

・気象情報・警報・注意報、洪水予
報等を気象庁HP・報道機関を通じ
て住民へ情報提供
・自治体や関係行政機関への情報
提供（防災メール、防災情報提供
システムメール）
・気象庁HPによる防災情報の拡充
・顕著現象発生時には、常時接続
を用いた自治体への解説

・那賀川河川事務所所管の那賀川・桑野川河川
管理用CCTV画像の常時配信の箇所を拡充、防
災情報メール配信サービス受信者の拡充、川の
防災情報による情報提供の継続
・情報をwebや報道機関を通じて発信を継続
・また、SNSを利用しての情報発信も実施
・ケーブルテレビに対し、映像提供を検討
・那賀川・桑野川で各２箇所CCTV画像の
YouTubeライブ配信開始

・⻑安⼝ダム放流警報表⽰板の運⽤開始

（R3.8済）
・台風接近時や出水対応時に、事務所公式
Twitterを活用して情報発信開始（R5.7済）

⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

災害発生のおそれがある場合には関係市町にホット
ライン等により情報提供
（H28～）

・災害発生のおそれがある場合
は、那賀川河川事務所長から阿
南市災害対策本部長（通常は阿
南市長）に情報伝達有り

・災害発生のおそれがある場合
は、那賀川河川事務所長から小
松島市災害対策本部長（通常は
小松島市長）に情報伝達有り

・災害発生のおそれがある場合
は、那賀川河川事務所長から那
賀町災害対策本部長（通常は那
賀町長）に情報伝達有り

・災害発生のおそれがある場合
は、阿南市、那賀町に対する情
報伝達を充実
・県管理の水位周知河川におい
て避難判断水位到達時のホット
ラインの実施

・災害発生のおそれがある場合
は、タイムラインの各段階におい
て那賀川河川事務所長から阿
南市長・小松島市長・那賀町長
にホットラインを充実

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

災害発生のおそれがある場合には関係市町にリエゾ
ン等による情報収集及び情報提供
（H28～）

・災害発生のおそれがある場合
は河川事務所より派遣されたリエ
ゾンにより情報の伝達・収集を実
施

・災害発生のおそれがある場合
は河川事務所より派遣されたリエ
ゾンにより情報の伝達・収集を実
施

・多数の人的被害、住家被害等
が発生又は相応の被害を被るお
それがあるとき、災害対策南部
支部長等の指示により、市町へ
県職員を派遣

・災害発生のおそれがある場合
はリエゾンを市町に派遣し情報の
伝達・収集を充実

⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧

実
施
中

実
施
中

実
施
中

タイムライン等による避難指示等発令基準の作成支
援
（H28～）

・那賀町（那賀川）の避難指示に
着目した事前防災行動計画（タ
イムライン）を作成・改定
・阿南市（桑野川）の避難指示に
着目した事前防災行動計画（タ
イムライン）を作成・改定

・ホットラインによる今後の現象の
見込みなどの解説

・阿南市・小松島市の避難指示
に着目した事前防災行動計画
（タイムライン）を作成・改定

実
施
中

実
施
中

実
施
中

タイムラインや市町の地域防災計画等に避難指示
等発令基準を明記
（H28～）

・阿南市の避難情報の取組に関
するマニュアルを作成し、災害種
別毎、避難勧告等の発令基準を
更新

・避難指示等の発令に関する基
準を定め、地域防災計画に具体
的な避難指示の発令基準や対
象地域を明記

・タイムラインの見直しにより、避
難勧告等の発令に関する基準を
定め、具体的な避難勧告の発令
基準を明記

（３）円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項 （３） （３） （３） （３） （３） （３） （３）

① ① ① ① ① ① ① ①

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

ライブ映像・メール配信サービス・エリアメール・ケー
ブルテレビ配信等を活用した情報発信及び拡充

報道機関、防災行政無線、ICT(登録制メール・
web・SNS等）災害時情報共有システム、ケーブルテ
レビ自主放送チャンネル等の活用
（H28～）

・防災無線、登録制メール、web、災
害時情報共有システム等の活用
・適時の避難勧告等の発令には川の
防災情報での河川水位の把握、洪水
時は主に徳島県県土防災情報管理
システムをモニターし、各河川の水位
現況及び水位上昇速度を確認
・市公式LINEへの配信開始
（R4.12.21～）

・緊急速報メール･防災行政無線（サイレ
ン放送を伴う）、市公式LINEの利活用
・河川水位の把握のため、洪水時は徳島
県県土防災情報管理システム、川の防
災情報をモニターし、各河川の水位現況
及び水位上昇速度を確認
・緊急時には、防災行政無線の音声がス
マートフォンから自動で再生されたり、文
字情報として確認することができる防災
行政無線アプリを導入（R6～）

・ケーブルテレビや防災行政無線による告知端末や屋
外放送設備で避難勧告等の放送、那賀町災害情報
メール配信（職員，消防団）、緊急速報メール、広報車
による周知、災害時情報共有システムへの情報提供、
ケーブルテレビ文字情報配信、那賀川河川事務所長
から那賀町長へのホットライン、リエゾンやダム管理者
等からの情報を、ケーブルテレビのチャンネルで河川
監視カメラの映像に載せて放映し、住民に情報提供、
川の防災情報や徳島県県土防災情報管理システムに
より、長安口ダムの流入・放流量や浸水地域の水位
データを確認
・スマートフォン等を活用したリアルタイムの防災情報を
文字で直接個人へ伝達できる「防災アプリ」を運用開
始

・那賀町木頭出原・和食にライブカメラ設置し、大
雨時にケーブルテレビによる配信を継続
・プッシュ型情報配信（すだちくんメール・徳島県
公式LINE）の継続及び受信者の拡充
・河川水位の情報を徳島県水防情報や報道機関
を通じての発信を継続
・ダム放流開始の通知「自動発信機能」を構築
（予定）
・水位情報等のＬアラートによる配信を実施
・那賀川（那賀町和食）でYouTubeライブ配信開
始（R3実施済）
・徳島県公式SNS等でプッシュ型による水位情報
の提供開始（R3実施済）

・気象情報・警報・注意報、洪水予
報等を気象庁HP・報道機関を通じ
て住民へ情報提供
・自治体や関係行政機関への情報
提供（防災メール、防災情報提供
システムメール）
・気象庁HPによる防災情報の拡充
・顕著現象発生時には、常時接続
を用いた自治体への解説

・那賀川河川事務所所管の那賀川・桑野川河川
管理用CCTV画像の常時配信の箇所を拡充、防
災情報メール配信サービス受信者の拡充、川の
防災情報による情報提供の継続
・情報をwebや報道機関を通じて発信を継続
・また、SNSを利用しての情報発信も実施
・ケーブルテレビに対し、映像提供を検討
・那賀川・桑野川で各２箇所CCTV画像の
YouTubeライブ配信開始
・長安口ダム放流警報表示板の運用開始
（R3.8済）
・台風接近時や出水対応時に、事務所公式
Twitterを活用して情報発信開始（R5.7済）

1-(3)-③水位計・ＣＣＴＶ
等の整備 ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③

実
施
済

実
施
済

無堤地区等の危機管理型水位計を整備
（H28～）

・重要箇所の実水位把握のため
危機管理型水位計を設置
（H30・R元実施済）

・無堤地区等の実水位把握のた
め４0カ所の危機管理型水位計
を設置（R3.3済）
・令和３年度に３カ所
（R4.3済）、令和４年度に１カ所
危機管理型水位計を設置
（R4.7済）

実
施
済

実
施
済

重要水防箇所等の監視を踏まえた簡易型河川監
視カメラ等の設置・更新
webによる情報提供
（H28～）

・那賀町木頭出原・和食にＣＣＴ
Ｖカメラ等を設置
（和食 R3年度実施済）
（木頭出原 R4年度実施済）

・重要水防箇所等の監視を踏まえ
た那賀川河川事務所所管の那賀
川・桑野川に簡易型河川監視カメ
ラの設置・更新を検討
・令和３年度那賀川に6台の簡易
型河川監視カメラを設置
（R4.3済）
・令和４年度那賀川・桑野川に５台
の簡易型河川監視カメラを設置
（R4.10済）

実
施
中

浸水被害確認システムの構築
（H30～）

・システムは完成しており、これか
らテストを行い、今後実戦投入
（H31.1済）
・今後実践において活用する予
定（実施中）

1-(3)-①住民の避難行
動を促し、迅速な水防活
動を支援するため、スマー
トフォン等を活用したリアル
タイムの情報提供やプッ
シュ型情報の発信

1-(2)-⑥住民の避難行
動を促し、迅速な水防活
動を支援するため、スマー
トフォン等を活用したリアル
タイムの情報提供やプッ
シュ型情報の発信

1-(2)-⑦洪水時における
迅速かつ的確な情報提供
等

1-(2)-⑧避難勧告等の
発令基準の作成検討

資料３
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概ね５年で実施する取組（案）について

具体的取組 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

事 項
四国地整阿南市

目標時期
国土地理院徳島地方気象台小松島市 徳島県那賀町

主な内容
四
国
地
整

国
土
地
理
院

阿
南
市

徳
島
県

那
賀
町

気
象
台

小
松
島
市

具体的な取組の柱

赤文字：実施中（継続中）青文字：実施予定 黒文字：実施済 黄色着色：赤文字の実施中（継続中）の一部変更・追記箇所

２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組 ２． ２． ２． ２． ２． ２． ２．

（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項 （１） （１） （１） （１） （１） （１） （１）

① ① ① ① ① ① ① ①

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

実
施
中

水防団等との連絡体制の再確認と情報共有等の強
化
（H28～）

・分団幹部研修で図上訓練を実
施しており、今後も情報伝達訓
練を実施

・毎年情報伝達網の確認
・水防団による定期的な訓練が
実施できていないため今後検討

・毎年出水期までに河川管理者
（県），町，消防署，水防団等関
係者で、重要水防箇所等の点検
を実施

・河川管理者と水防団等との重
要水防区域点検時等において、
連絡体制を強化
・常時、河川パトロール実施者
（阿南庁舎 非常勤職員 那賀
庁舎 委託契約業者）からの状
況報告を実施

・河川管理者と水防団等とのそ
れぞれの河川巡視等で収集した
情報の共有の強化
・毎年出水期前に特別巡視訓練
等を継続

実
施
中

実
施
中

実
施
中

樋門操作人との連絡体制の確認
（H28～）

・台風前に樋門操作人に情報提
供し、連絡体制を確認

・年度当初等に、樋門操作人と
避難が必要なとき等について確
認を実施

・樋門操作人と連絡体制の強化
及び避難判断基準等の確認を
継続

② ② ② ② ② ② ② ②

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

重要水防箇所等の共同点検及び水防団等との意
見交換
（H28～）

・毎年出水期前に重要水防箇所
の共同点検を継続
・毎年研修会及び幹部会を開催
し意見交換を継続

・毎年出水期までに河川管理者
（徳島県），那賀町，消防署，水
防団等関係者で、重要水防箇
所等の点検を継続
・毎年数回幹部会を開催し意見
交換を継続

・重要水防区域の点検を継続
・水防団等との意見交換を継続

・毎年出水期前に重要水防箇所
の共同点検を継続
・水防団等との意見交換を毎年
継続

③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③

実
施
中

実
施
中

重要水防箇所の精査・見直し
（H28～）

・毎年出水期前に精査・見直しを
継続

・毎年出水期前に精査・見直しを
継続

実
施
済

実
施
済

実
施
済

水防団間での連携・協力
（H30～）

・H10.4.1締結の徳島県市町村
消防相互応援協定を確認

・H10.4.1締結の徳島県市町村
消防相互応援協定を確認

・H10.4.1締結の徳島県市町村
消防相互応援協定を確認

④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

水防団の募集等に係る広報の進め方について検討
及び実施
（H30～）

・水防団の募集、自主防災組
織、企業等の参画を促すための
具体的な広報の進め方について
検討及び実施

・水防団の募集、自主防災組
織、企業等の参画を促すための
具体的な広報の進め方について
検討及び実施

・水防団の募集、自主防災組
織、企業等の参画を促すための
具体的な広報の進め方について
検討及び実施

・水防団の広報や支援等の検討

⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

自主防災組織・水防団等を対象に、水防工法の訓
練を実施
（H28～）

・阿南市の総合防災訓練を通して
水防工法の練度向上を図る
・水防団の技術力向上のため、水
防訓練を近年の水害を踏まえ実施
内容を検討・調整した上で実施
・多様な関係機関、住民等の参加
により、より実践的な水防訓練とな
るよう、訓練内容について検討

・水防団・自主防災組織・消防署・危
機管理課職員等の参加を検討
・水防団の技術力向上のため、水防
訓練を近年の水害を踏まえ実施内
容を検討・調整した上で実施
・多様な関係機関、住民等の参加に
より、より実践的な水防訓練となるよ
う、訓練内容について検討

・浸水地域の自主防災組織が夜間避難訓
練を毎年秋に実施
・水防団の技術力向上のため、水防訓練
を近年の水害を踏まえ実施内容を検討・
調整した上で実施
・多様な関係機関、住民等の参加により、
より実践的な水防訓練となるよう、訓練内
容について検討
・水防団、自主防災組織、役場職員、地
域住民等が参加した総合防災訓練や避
難所開設訓練を実施（R6年度～）

・那賀川河川事務所と連携し、
水防工法の訓練を実施

・水防団等の団員内に、水防工
法の訓練を実施し練度の向上を
図る

実
施
済

実
施
済

実
施
済

水防活動の円滑化のために権限の一部を民間事業
者に委任
（H30～）

・地域防災計画にて企業・NPO
法人との協定を締結済み
（R3年度以前）

・地域防災計画にて企業・NPO
法人との協定を締結済み
（R3年度以前）

・地域防災計画にて企業・NPO
法人との協定を締結済み
（R3年度以前）

⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

ライブ映像・メール配信サービス・エリアメール・ケー
ブルテレビ配信等を活用した情報発信及び拡充

報道機関、防災行政無線、ICT(登録制メール・
web・SNS等）災害時情報共有システム、ケーブルテ
レビ自主放送チャンネル等の活用
（H28～）

・防災無線、登録制メール、web、災
害時情報共有システム等の活用
・適時の避難勧告等の発令には川の
防災情報での河川水位の把握、洪水
時は主に徳島県県土防災情報管理
システムをモニターし、各河川の水位
現況及び水位上昇速度を確認
・市公式LINEへの配信開始
（R4.12.21～）

・緊急速報メール･防災行政無
線（サイレン放送を伴う）、市公
式LINEの利活用
・河川水位の把握のため、洪水
時は徳島県県土防災情報管理
システム、川の防災情報をモニ
ターし、各河川の水位現況及び
水位上昇速度を確認

・ケーブルテレビや防災行政無線による告知端末や屋
外放送設備で避難勧告等の放送、那賀町災害情報
メール配信（職員，消防団）、緊急速報メール、広報車
による周知、災害時情報共有システムへの情報提供、
ケーブルテレビ文字情報配信、那賀川河川事務所長
から那賀町長へのホットライン、リエゾンやダム管理者
等からの情報を、ケーブルテレビのチャンネルで河川
監視カメラの映像に載せて放映し、住民に情報提供、
川の防災情報や徳島県県土防災情報管理システムに
より、長安口ダムの流入・放流量や浸水地域の水位
データを確認
・スマートフォン等を活用したリアルタイムの防災情報を
文字で直接個人へ伝達できる「防災アプリ」を運用開
始

・那賀町木頭出原・和食にライブカメラ設置し、大
雨時にケーブルテレビによる配信を継続
・プッシュ型情報配信（すだちくんメール・徳島県
公式LINE）の継続及び受信者の拡充
・河川水位の情報を徳島県水防情報や報道機関
を通じての発信を継続
・ダム放流開始の通知「自動発信機能」を構築
（予定）
・水位情報等のＬアラートによる配信を実施
・那賀川（那賀町和食）でYouTubeライブ配信開
始（R3実施済）
・徳島県公式SNS等でプッシュ型による水位情報
の提供開始（R3実施済）

・気象情報・警報・注意報、洪水予
報等を気象庁HP・報道機関を通じ
て住民へ情報提供
・自治体や関係行政機関への情報
提供（防災メール、防災情報提供
システムメール）
・気象庁HPによる防災情報の拡充
・顕著現象発生時には、常時接続
を用いた自治体への解説

・那賀川河川事務所所管の那賀川・桑野川河川
管理用CCTV画像の常時配信の箇所を拡充、防
災情報メール配信サービス受信者の拡充、川の
防災情報による情報提供の継続
・情報をwebや報道機関を通じて発信を継続
・また、SNSを利用しての情報発信も実施
・ケーブルテレビに対し、映像提供を検討
・那賀川・桑野川で各２箇所CCTV画像の
YouTubeライブ配信開始
・長安口ダム放流警報表示板の運用開始
（R3.8済）
・台風接近時や出水対応時に、事務所公式
Twitterを活用して情報発信開始（R5.7済）

2-(1)-⑧河川水位等に係
る情報提供 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

web・報道機関・防災行政無線等を利用した情報提
供
（H28～）

・国から水防警報を受け水防団を
待機、出動
・災害発生のおそれがある場合は、
那賀川河川事務所長から阿南市
災害対策本部長（通常は市長）に
情報伝達有り
・避難情報は河川水位に基づき発
令している
・加茂地区等の居住地側水位は内
水センサー情報を収集

・防災行政無線によるサイレン吹
鳴及び避難勧告等の放送
・緊急速報メール配信
・市ｗｅｂによる情報発信
・広報車による周知
・テレビ等への情報提供（県災害
情報共有システムを通じてLア
ラートへ）

・ケーブルテレビや防災行政無線による告知端
末や屋外放送設備で避難指示等の放送、那賀
町災害情報メール配信（職員，消防団）、緊急
速報メール、広報車による周知、災害時情報
共有システムへの情報提供、ケーブルテレビ文
字情報配信、那賀川河川事務所長から那賀町
長へのホットライン、リエゾンやダム管理者等か
らの情報を、ケーブルテレビのチャンネルで河川
監視カメラの映像に載せて放映し、住民に情報
提供、川の防災情報や徳島県県土防災情報
管理システムにより、長安口ダムの流入・放流
量や浸水地域の水位データを確認

・那賀町木頭出原・和食にライブカメラ設置し、大
雨時にケーブルテレビによる配信を継続
・プッシュ型情報配信（すだちくんメール・徳島県
公式LINE）の継続及び受信者の拡充
・河川水位の情報を徳島県水防情報や報道機関
を通じての発信を継続
・ダム放流開始の通知「自動発信機能」を構築
（予定）
・水位情報等のＬアラートによる配信を実施
・那賀川（那賀町和食）でYouTubeライブ配信開
始（R3実施済）
・徳島県公式SNS等でプッシュ型による水位情報
の提供開始（R3実施済）

・国土交通省が基準観測所の水位により
水防警報を発表
・また、加茂谷地区等の居住地側水位は
内水センサー情報を伝達及び拡充
・災害発生のおそれがある場合は、那賀
川河川事務所長から阿南市等にホットラ
インの実施
・河川水位、洪水予報、那賀川河川事
務所所管の那賀川・桑野川河川管理用
CCTV画像等の情報をwebや報道機関を
通じて伝達及び拡充

2-(1)-⑦住民の避難行
動を促し、迅速な水防活
動を支援するため、スマー
トフォン等を活用したリアル
タイムの情報提供やプッ
シュ型情報の発信

2-(1)-③水防団の円滑な
水防活動を支援するため
重要水防箇所の精査・見
直し

2-(1)-④水防に関する広
報の充実

2-(1)-①連絡体制の確
認と情報共有の強化

2-(1)-②重要水防箇所
等について水防団等と共
同点検

2-(1)-⑤自主防災組織
等の水防活動への参画を
促進し、関係機関が連携
した水防訓練の実施
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概ね５年で実施する取組（案）について

具体的取組 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

事 項
四国地整阿南市

目標時期
国土地理院徳島地方気象台小松島市 徳島県那賀町

主な内容
四
国
地
整

国
土
地
理
院

阿
南
市

徳
島
県

那
賀
町

気
象
台

小
松
島
市

具体的な取組の柱

赤文字：実施中（継続中）青文字：実施予定 黒文字：実施済 黄色着色：赤文字の実施中（継続中）の一部変更・追記箇所

2-(1)-⑨水防資機材の
整備 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

実
施
中

水防資機材を河川防災ステーション・水防倉庫等に
配置
（H28～）

・水防資機材の整備を拡充
・河川防災ステーション倉庫、市
役所前倉庫及び水防倉庫に水
防資機材を備蓄
・また各公民館に土のう袋、砂及
びスコップを配置

・水防資機材の整備を拡充
・消防署、水防倉庫、消防分団
倉庫に水防資機材を整備
・水防資機材等として、土のう、
砂、安全長靴をストック済み
・雨具を追加でストック予定
（R5年度済）
・雨具を追加でストック予定
（R８年度予定）

・水防資機材の整備を拡充
・水防倉庫、地区水防倉庫に水
防資機材を整備
・本庁に土のう,土のう袋、各水防
倉庫に土のう袋配備

・水防資機材の整備を拡充
・水防倉庫等に水防資機材を備
蓄

・水防資機材の整備を拡充
・河川防災ステーション、水防倉
庫等に水防資機材を備蓄

2-(1)-⑩浸水被害軽減
地区の指定

⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

実
施
済

実
施
済

実
施
済

実
施
済

実
施
済

実
施
済

実
施
済

浸水被害軽減地区の検討及び検討が必要な土地
に係る情報の提供
（H30～）

・浸水被害軽減地区の検討を
し、必要に応じて指定
（R3年度済）
・取組状況は協議会にて共有

・浸水被害軽減地区の検討を
し、必要に応じて指定
・取組状況は協議会にて共有

・浸水被害軽減地区の検討を
し、必要に応じて指定
（R3年度以前）
・取組状況は協議会にて共有

・地形データ及び浸水解析デー
タ情報提供
（R3年度以前）
・取組状況は協議会にて共有

・取組状況は適宜、協議会にて
共有（R3年度以前）

・取組状況は協議会にて共有

・地形データ及び浸水解析デー
タ情報提供
・取組状況は協議会にて共有
（R2.5済）

（２）大規模工場等の自衛水防の推進に関する事項 （２） （２） （２） （２） （２） （２）

① ① ① ① ① ① ① ①

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
予
定

実
施
中

実
施
中

ライブ映像・メール配信サービス・エリアメール・ケー
ブルテレビ配信等を活用した情報発信及び拡充

報道機関、防災行政無線、ICT(登録制メール・
web・SNS等）災害時情報共有システム、ケーブルテ
レビ自主放送チャンネル等の活用
（H28～）

・防災無線、登録制メール、web、災
害時情報共有システム等の活用
・適時の避難勧告等の発令には川の
防災情報での河川水位の把握、洪水
時は主に徳島県県土防災情報管理
システムをモニターし、各河川の水位
現況及び水位上昇速度を確認
・市公式LINEへの配信開始
（R4.12.21～）

・緊急速報メール･防災行政無線の利活
用
・河川水位の把握のため、洪水時は徳島
県県土防災情報管理システム、川の防
災情報をモニターし、各河川の水位現況
及び水位上昇速度を確認
・緊急時には、防災行政無線の音声がス
マートフォンから自動で再生されたり、文
字情報として確認することができる防災
行政無線アプリを導入（R6～）

・ケーブルテレビや防災行政無線による告知端末や屋
外放送設備で避難指示等の放送、那賀町災害情報
メール配信（職員，消防団）、緊急速報メール、広報車
による周知、災害時情報共有システムへの情報提供、
ケーブルテレビ文字情報配信、那賀川河川事務所長
から那賀町長へのホットライン、リエゾンやダム管理者
等からの情報を、ケーブルテレビのチャンネルで河川
監視カメラの映像に載せて放映し、住民に情報提供、
川の防災情報や徳島県県土防災情報管理システムに
より、長安口ダムの流入・放流量や浸水地域の水位
データを確認
・スマートフォン等を活用したリアルタイムの防災情報を
文字で直接個人へ伝達できる「防災アプリ」を運用開
始

・那賀町木頭出原・和食にライブカメラ設置し、大
雨時にケーブルテレビによる配信を継続
・プッシュ型情報配信（すだちくんメール・徳島県
公式LINE）の継続及び受信者の拡充
・河川水位の情報を徳島県水防情報や報道機関
を通じての発信を継続
・ダム放流開始の通知「自動発信機能」を構築
（予定）
・水位情報等のＬアラートによる配信を実施
・那賀川（那賀町和食）でYouTubeライブ配信開
始（R3実施済）
・徳島県公式SNS等でプッシュ型による水位情報
の提供開始（R3実施済）

・気象情報・警報・注意報、洪水予
報等を気象庁HP・報道機関を通じ
て住民へ情報提供
・自治体や関係行政機関への情報
提供（防災メール、防災情報提供
システムメール）
・気象庁HPによる防災情報の拡充
・顕著現象発生時には、常時接続
を用いた自治体への解説

・那賀川河川事務所所管の那賀川・桑野川河川
管理用CCTV画像の常時配信の箇所を拡充、防
災情報メール配信サービス受信者の拡充、川の
防災情報による情報提供の継続
・情報をwebや報道機関を通じて発信を継続
・また、SNSを利用しての情報発信も実施
・ケーブルテレビに対し、映像提供を検討
・那賀川・桑野川で各２箇所CCTV画像の
YouTubeライブ配信開始
・長安口ダム放流警報表示板の運用開始
（R3.8済）
・台風接近時や出水対応時に、事務所公式
Twitterを活用して情報発信開始（R5.7済）

② ② ② ② ② ② ② ②

実
施
中

実
施
中

出前講座等を利用し大規模工場等へ浸水リスクの
説明並びに水害対策の啓発
（H28～）

・大規模工場等への出前講座を
実施

・減災対策協議会発足の趣旨が
企業等に対しリスク説明と対策の
啓発活動を促す事を目的として
おり、大規模工場等への出前講
座等を利用し浸水リスクの説明
並びに水害対策の啓発を実施

実
施
予
定

実
施
中

浸水想定区域の指定
（H28～）

・県管理の水位周知河川において想定
最大規模降雨による洪水を対象とした
浸水想定区域をH30.5告示 県ホーム
ページにて公表
・洪水予報河川、水位周知河川以外の
浸水想定区域指定について順次指定
（R6.4 152河川公表済
  R8.3 115河川公表）
・市町村が作成するハザードマップに対
する財政・技術支援（予定）

・想定最大規模降雨による洪水
を対象とした浸水想定区域を
H28.5告示,事務所webにて公表
（H28.5済）
・浸水想定区域を踏まえた洪水
対応訓練の実施
・周知を継続

実
施
中

実
施
中

浸水シミュレーションの公表
（H28～）

・県管理の水位周知河川において
想定最大規模降雨による洪水を
対象とした浸水シミュレーションを
本省Webにて公表
（R3年度以前）
・周知を継続
・水害リスク情報のない県管理河
川においても、想定最大規模降雨
を対象とした浸水想定図を順次作
成・公表

・想定最大規模降雨による洪水
を対象とした浸水シミュレーショ
ンをH28.5本省webにて公表
（H28.5済）
・周知を継続

実
施
済

実
施
済

水防法改正に伴う大規模工場等の基準（用途及び
規模）を条例等で制定等
（H28～）

・水防法改正に伴う大規模工場
等の基準（用途及び規模）を条
例で制定（R6.4施行済）

・水防法改正に伴う大規模工場
等の基準（用途及び規模）を条
例で制定（R7.6施行済）

実
施
中

大規模工場等の避難確保計画作成に向けた支援
（H28～）

・地域防災計画に大規模工場等
の避難確保計画作成に向けた
支援

実
施
中

実
施
中

実
施
中

大規模工場等を対象とした自衛水防の支援
（H28～）

・大規模工場と連携し、訓練等
の自衛水防を支援

・大規模工場と連携し、訓練等
の自衛水防を支援

・大規模工場と連携し、訓練等
の自衛水防を支援

③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③

実
施
済

実
施
済

実
施
済

実
施
済

実
施
中

実
施
済

実
施
中

行政機関、災害拠点病院等への情報伝達の充実
（H30～）

・各行政機関、防災拠点病院等
の担当部局の確認
（R6年度確認済）

・各行政機関、防災拠点病院等
の担当部局の確認

・各行政機関、防災拠点病院等
の担当部局の確認
（R3年度以前）

・協議会の場において各施設管
理者等に対する洪水時の情報
伝達体制・方法について検討

・インフラ、ライフライン関連機関
への防災メールの提供、台風説
明会への招待を開始

・協議会にて情報共有

・関係市町への事前行動計画
（タイムライン）を作成済み
（R4.10済）
・必要がある場合、関係市町の
事前行動計画（タイムライン）を
改定

2-(2)-③行政機関、災害
拠点病院等の水害時の対
応等を検討

2-(2)-②大規模工場等
への浸水リスクの説明と水
害対策等の啓発活動及び
支援

2-(2)-①住民の避難行
動を促し、迅速な水防活
動を支援するため、スマー
トフォン等を活用したリアル
タイムの情報提供やプッ
シュ型情報の発信
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概ね５年で実施する取組（案）について

具体的取組 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

事 項
四国地整阿南市

目標時期
国土地理院徳島地方気象台小松島市 徳島県那賀町

主な内容
四
国
地
整

国
土
地
理
院

阿
南
市

徳
島
県

那
賀
町

気
象
台

小
松
島
市

具体的な取組の柱

赤文字：実施中（継続中）青文字：実施予定 黒文字：実施済 黄色着色：赤文字の実施中（継続中）の一部変更・追記箇所

2-(2)-③行政機関、災害
拠点病院等の水害時の対
応等を検討 実

施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

実
施
中

行政機関、災害拠点病院等の水害時の浸水対策
等を検討
（H28～）

・想定最大規模降雨等による水
害対応等を検討

・想定最大規模降雨等による水
害対応等を検討

・計画規模降雨については庁舎
や病院は、浸水被害を受けにく
い場所にあるため、特段の対応
無し
・想定最大規模降雨等による水
害対応等を検討

・水害の発生が予想される場
合、災害対策南部支部（美波庁
舎）を設置して対応
・想定最大規模降雨等による水
害対応等を検討

・計画規模降雨による洪水の場
合、事務所庁舎２階又は防災ス
テーションを拠点（H30.8～初動
対応訓練毎年実施）
・想定最大規模降雨等による水
害対応等を検討

３．社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用等の強化の取組 ３． ３． ３． ３． ３． ３．

① ① ① ① ① ① ① ①

実
施
中

実
施
中

地形及び排水系統の調査並びに排水計画の作成
排水ポンプ車等の最適な配置計画の検討を実施
（H28～）

・国、市町と排水機場、樋門、排
水路等の情報共有を踏まえ、管
理しているポンプ車等の適切な
配置計画を検討

・排水機場、樋門、排水路等の
情報共有を踏まえ排水計画を作
成、管理しているポンプ車等の適
切な配置計画を検討を継続
・他地整等からの排水ポンプ車
等の受援計画検討を継続

3-②排水施設、排水資機
材の操作・運用等 ② ② ② ② ② ② ② ②

実
施
中

実
施
中

排水施設等の点検及び訓練
（H28～）

・排水ポンプ車や排水資機材は平常
時から定期的な保守点検を実施し、
災害発生時の出動体制を確保
・関係機関と連携し毎年度排水ポン
プ車による訓練を実施
・排水施設については、定期的な保
守点検、操作方法等の確認を行い、
災害発生時の稼働体制を確保

・排水ポンプ車や照明車等の災害
対策車両・機器は平常時から定期
的な保守点検を行うとともに、機械
を扱う職員等への訓練・教育も実
施し、災害発生時の出動体制を確
保
・排水施設についても、定期的な保
守点検、操作訓練等を実施し、災
害発生時の稼働体制を確保

実
施
中

実
施
中

実
施
済

実
施
中

実
施
中

排水施設等の操作及び運用
（H28～）

・排水施設については国、県から
の指導を得ながら運用
・排水ポンプについては内水発
生地区において災害時、国又は
県に出動を要請

・市内に排水機場、雨水ポンプ
場等（県・市他管理）を設置して
おり、内水の上昇により排水を実
施

・県浸水対策特別緊急事業によ
り堤防が完成し、その内水対策と
して町が南川排水路を新設
（R4.7済）
・国が所有する可動式ポンプ車
を保管する車庫を役場内に設置
（R4.6済）

・災害発生時においては排水機
場及び排水ポンプ車等の排水施
設等を迅速に稼働する体制を確
保

・災害発生時においては排水機
場及び排水ポンプ車等の排水施
設等を迅速に稼働する体制を確
保
・他地整等から配備される排水
ポンプ車等を受け入れるための
受援計画を作成

3-③長安口ダムの危機管
理型運用方法の可能性
検討

③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③

実
施
中

長安口ダム下流の被害軽減のため、洪水調節容量
の有効活用について可能性を検討
（H28～）

・長安口ダム改造及び堤防整備
の進捗状況を考慮し長安口ダム
下流の被害軽減のため、長安口
ダムを有効活用する運用方法に
ついて可能性を検討

3-④那賀川水系治水協
定に基づく事前放流の実
施

④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④

実
施
中

実
施
中

那賀川水系治水協定に基づき利水ダムを含めた４
ダムで事前放流を実施
（R3～）

・関係機関と連携し、那賀川水
系治水協定に基づく事前放流を
確実に実施

・関係機関と連携し、那賀川水
系治水協定に基づく事前放流を
確実に実施

４．その他 ３． ３． ３． ３． ３． ３．

① ① ① ① ① ① ① ①

実
施
中

実
施
中

大規模災害時における断水対策 ・災害時協力井戸の募集を実施
・携帯トイレの購入及び配付を実
施

4-①災害時及び災害復
旧に対する支援強化

3-①氾濫水を迅速に排除
するため、排水施設情報
の共有・排水手法等の検
討を行い、想定最大規模
降雨等により発生する洪
水の氾濫を想定した排水
計画の作成
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